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‘To acknowledge the duty that accompanies every right” 

Affiliated with the International Association of Y’s Men’s Clubs 

 

 

 

                            
C/O OSAKA YMCA 

    1-5-6 TOSABORI、NISHIKU、 

       OSAKA、JAPAN 

2009 年５月 No.324 

Chartered July 20、1982 

主 題 Y’s THEME (２００7～２００8)  クラブ役員  Officers 

センテニアルクラブ会長 ：『新たな感動を、再び』  

東京ｾﾝﾄﾗﾙｸﾗﾌﾞ会長   ：『活躍しよう Be Active』 

国際会長       ：『希望の灯となろう』 

アジア会長   ：『希望の灯となろう』 

西日本区理事 ：『思いやりを持ってワイズライフを！』 

中西部部長  ：『喜びを共にし、苦しみを分かち合おう』 

 会長 

副会長 

書記 

会計 

ﾒﾈｯﾄ会長 
Y 連絡職員 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

大 村   肇 

山 中  秀 男 

石 津  雅 人 

中 村  幸 枝 

山 村  利 子 

鍛治田 千文 

May Club Meeting 

『LT(LeadershipTraining)』  

 5 月 第 1 例 会  

 

日時：2009年5月20日（水）18:30～20:30 

場所：ホテルグランヴィア大阪 

司会：藤原 正巳 君 

1. 開会点鐘          大村 肇 会長 

2. ワイズソング        一  同 

3. ゲスト紹介         大村 肇 会長 

4. 聖句朗読          福永 滋子 君 

5. 今月の強調活動        鍛治田 千文 君 

6. 晩 餐           一  同 

7. 卓話「変わりつつあるキャンプの中身」 

東大阪市野外活動センター  奥 義博 所長 

8. お誕生祝い・ニコニコ献金    一  同 

9. 閉会点鐘               大村 肇 会長 

 

 5 月 第 2 例 会  

 

日時：2009年5月24日（土）14時～17時 

   その後持ち寄りポットラック形式で懇親会 

場所：山中邸（阪急桂駅） 

   ※詳細は第１例会時に連絡 

5月お誕生日：隅田メン（3日） 

 

例会担当：2班：藤原、坂本、中村茂、三浦、 
福永、鍛治田君 

 

Biblical  Message of May 

 

2009 年 4 月 種 別 第１例会 第２例会 BF ポイント ニコニコ献金 

在籍会員  18 名 

例会出席 15 名 

うちメーキャップ 

2 名 

出 席 率     83.3% 

メ ン 

メネット 

ビジター 

ゲ ス ト

合 計 

15 名

6 名

0 名

7 名

28 名

8 名

2 名

０名

０名

10 名

4  月      190ｇ 

現  金      0 円 

切  手 累計：1,952ｇ 

現  金  累計：1,000 円 

4 月：    22,350 円 

（オークション 

： 24,300 円） 

累計： 196,450 円 

すべての権利に伴う義務 

                  三浦 直之

人によって、その思う度合いはちがい、また、
考えのあらわれ方も異なりますが、だいたい人間
は、ことに東洋人は、誰しも、この現実の俗な責
任と、それにたいして反動的な、無責任を欲する
心と、内心、この二つのたたかいにはさまれて生
きているといっていい。はじめからその社会生活
を拒絶している人があったとしたら、その人はあ
る意味で、ずば抜けたえらい人だと言わなければ
なりません。・・・さらりと利欲をすてて、いい景
色でも見ながらフラフラ野山を歩いたほうが、よ
っぽどいいにきまっている。「俺は、したいことを
するだけだ」というのが、先生（蒲生泰軒）の信
条であります。 

だが。これは、したいほうだいのことをすると
いうのとは、だいぶ違う。してはいけないこと
は、常に、決してしたくない人にして、はじめて
こういうことができるのです。してはいけないこ
とをしたくないのが道徳で、していいことをする
のが自由だ。     「丹下左膳」林不忘より 

ワイズの「すべての権利には義務が伴なう」に
合い通じる精神ではないかと思い紹介させていた
だきました。 

 

 

主よ、あなたのいます家 

あなたの栄光の宿るところをわたしは慕います。 

（詩篇 26 篇 8 節）

【クラブ統計 Statistics 】 
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日時：2009年4月15日（水）18:30～20:30 

場所：ホテルグランヴィア大阪 

「造幣局の桜の通り抜けが始まった」という大村肇会長

の点鐘で始まった例会は、なかのしまクラブの大岸弘子会

長ら5人と本日のメインスピーカーの新保正秋さんの友人、

西村英八郎夫妻と多数のゲストでにぎわいました。 

今や売れっ子落語家の桂吉弥さんの父親でもある新保正

秋さんの話は、吉弥さんの幼少から今日にいたるよもやま

話。1971年生まれの吉弥さんはおしゃべりで目立ちたが

り屋。中学時代、英語の暗誦大会で優勝したり、ブラスバ

ンド部で急病になった先生の替わり指揮棒をふったりとそ

の頃から異才を発揮。大学時代は落語研究会とキャンプ活

動を両立させる器用な一面も。卒業後、桂吉朝の門下に入

ります。下積みの時代は、早朝に魚売りをするなど苦労話

も聞くことができました。 

朝日新聞の紙面に掲載された「おやじの背中」では、

「舞台で出るのは人間性だから、嫌な人間にはなるなよ」

と米朝師匠に教えられたとおり、彼の温厚、誠実な人柄は

誰からも愛され今の人気を物語るが、それは父親の新保さ

ん自身の生き方でもあると痛感しました。 

           （中村茂高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料を手に宅話をされる新保正秋メン 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2009年4月22日（水）18:15～ 

場所：宝塚造形芸術大学梅田キャンパス図書館 

出席者:大村、鍛治田、中村茂、福永、藤原、山田、 

山中、山中メネット、山村メネット、三浦君 

協議事項 

(1)6 月例会の卓話は大阪大学大学院を卒業され、甲南

大学、立命館大学などの非常勤講師の大田壮一郎さ

ん（1976 年生まれ）。テーマ「天下人とカミ・ホト

ケ」天下人と呼ばれた信長・秀吉・家康の３人を神

仏の視点から考察する。 

(2)来年度の「表コミの生徒との交流会」の件 

鍛治田さんから今年度と同様に交流会をお願いした

いとの要望があり、日程は 8 月 5 日(水)と 12 月 8

日(火)の午前中で、交流会の内容については検討する。 

(3)ホテルグランヴィアのスクリーンとホワイトボード

は交渉の結果、なかのしまクラブと同様無料となり

ました。 

(4)4 月 18 日中西部評議会報告 

今後の行事予定 

(1) メネットのつどい（フリー参加） 

今期メネット国内プロジェクト「障がいをもつ子ども

たちを指導するリーダーの教育支援をもう一度学習す

る」をテーマにお話をうかがう会と親睦会を予定。 

日時：5 月 23 日(土)12:30～16:00(受付 12:00) 

場所：土佐堀 YMCA の教室 

講師：土佐堀 YMCA サポートクラス講師。 

飯田真子(言語聴覚士、特別支援教育士) 

内容：親睦会（軽食、飲み物）12:30～13:50 

お話 14:00～16:00 

  ※ 会費は交渉中。関心のあるメンもどうぞ。 

(2) 6 月 13 日（土）新旧中西部合同評議会 

(3) 9 月 19 日（土）大阪セントラルクラブ 15 周年 

(4) 9 月 26 日（土）中西部部会（高槻現代劇場） 

来年度の活動について説明（山中秀男次期会長） 

「キック オフ ミーティング」を山中邸で行います。 

集合場所：山中邸（阪急京都線桂駅） 

集合時間：14 時 阪急桂駅改札口。 

17 時まで会議を行い、その後懇親会を行います。 

議題 各月第 1 例会担当者より内容を発表する。 

５/20 までに各月の担当者は、例会の内容、卓話、

講師の目安を書いて、メールかファクスで次期会長

の山中さんに送る。特に将来会員になるスピーカー

に依頼し会員の増強を図る。スピーカーへの謝礼金

は原則 1 万円とし、２万円を限度とすることになり

ました。 

※懇親会はポットラック方式で参加者各自が食事を

持ち寄るパーティ形式。ビール等飲み物も各メン

バーにお願いする。 

                  （三浦 直之） 

5 月 10 日は母の日です。世界中で母に感謝を捧げ

る祝福を祈ります。世の中すべての人々が、自分の家

庭を、家族の温かく美しい人間関係で結ばれる場所と

するための努力を惜しまないと思います。ところが、

今の世の中、家族間でのあまりにも悲しい出来事が多

すぎます。神の愛、母の愛に囲まれた家庭を望み、祈

る今日このごろです。 

        聖句選 コメント：福永滋子 

4 月 第 1 例 会 報 告 

4 月 第 2 例 会 報 告 

5 月 1 日、サンケイホールブリーゼで、桂吉弥さんの独

演会がありました。前座は私どもの落語会で顔馴染みの

佐ん吉さんやしん吉さん。吉弥さんは「短命」「宿屋仇」

「狐芝居」の三演目を。700 人の会場いっぱいの観客の

熱気に包まれるなか、名人芸の域に達したとも言える円

熟味のある話芸を披露してくれました。 
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   大阪 YMCA 創立記念講演会 

   「鎌田實（かまた・みのる）氏講演会」 

 

４月１７日ＹＭＣＡホールで鎌田實さんの講演会が

ありました。「なげださない」「頑張らない」など数多

くの著書を持ち、諏訪中央病院名誉院長の鎌田さんの

講演会にはホールいっぱいの参加がありました。 

KY という言葉が流行っていますが、「空気を読め

なくて当然。なじんでしまうこと、染まってしまうこ

とがおかしい。自分達で空気を創っていかなくではい

けません」なんだかほっとする一言です。集団とあわ

すことばかり気にしている主体性の無さの方が問題か

もしれません。 

「本当のことを話さなければいけないことが必ずあ

ります。それを相手にショックなく伝えることが大切

です。一番つらい人の笑顔が消えないようにするこ

と」「あたたかさは連鎖するんです」「心が絶望しない

ようにしなきゃ」など、さらりと話されることが心に

響いてきます。自分の体験と結びつく様々な場面が浮

かびます。本当にことは相手を傷つけやすい。だから

控え目に、という吉野弘の詩も頭の中によぎります。

あたたかさのオーラがでている鎌田さん、みんなうな

ずきながら話を聴いていました。 

著書「あきらめない」に「絆 kamata」とサイン

をしていただき、母とほのぼのした気持ちで帰路に向

かいました。 

         （鍛治田千文） 
 

 

 

○切手提供者 

 山田、谷川、大村 君 

計 190g 

○今月の殊勲賞 

山田君  100ｇ 

 

 

 

    眼下にホノルル市内が一望できるモーリス邸で 

 

 

 

 

■ＹＭＣＡ創立記念礼拝 

日時 ５月３０日(土)13:30～14:15  

場所 大阪ＹＭＣＡ会館チャペル 

 

■会員大会 

日時 ５月３０日(土)14:30～16:00 

場所 大阪ＹＭＣＡ会館９０３号 

内容 報告・議事・会員表彰 

 

会員大会での常議員選出では、土佐堀ＹＭＣＡからリ

ーダーOG、土佐堀ＹＭＣＡ運営委員の丹吾礼（たん

ごあや）さんが推薦されています。２０代の若い方で

す。ご支援ください。 

 

Tel.06 (6441)1123 Fax...06(6443)7544 

（鍛治田 千文） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

4 月 B F ニ ュ ー ス 

∈∋∈∋Club Activities (April, 2009) ∈∋∈∋ 

 On April 15, the club’s April meeting was held at 
the Hotel Granvia Osaka with a total of 28 Y’s men, 
Y’s menettes, and guests in attendance. With its 
emphasis on “YMCA Service and ASF” this month, 
Y’s man KOUJI MATSUURA briefed the purposes 
and meanings of these programs.  
The highlight of the April meeting was a speech 

made by Y’s man MASAAKI SHINPO. He spoke 
about his son, Mr. KICHIYA KATSURA, popular 
professional storyteller who performed at our 
special undertaking of the “Rakugo-kai”, 
gathering of the traditional comic story telling, held 
in last February. More than 150 people attended at 
the gathering because of Mr. KICHIYA KATSURA’s 
reputation, so that we could raise due amount of 
money.  
Through his interesting speech, we could learn 

how his son grew up and became popular 
professional storyteller.  
 After his speech, Y’s menette CHIAKI YAMANAKA 
briefly spoke about her experience in London from 
the aspect of the Queen’s English which was so 
unique and interesting. 
Yen 23,500 was collected for the club’s Niko-Niko 

(smiling) fund.  
 

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ ニ ュ ー ス 
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   ゲ ス ト か ら の メ ッ セ ー ジ             

○古典落語の大好きな私、四月は大多忙の中天満繁昌亭、

そごうのミナミ三人男と吉弥さんの噺を聞くことが続いて

います。じっくり聞くと学びにもなります。又、今夜は親

クラブのセンテニアルクラブへみんなで訪問できてとても

嬉しいワイズデーになりました。感謝です。 

(大阪なかのしまクラブ 今井 利子) 

○｢親孝行になるかな？｣となかのしまの数人が伺いました。

皆さんの笑顔に迎えられて嬉しい夜になりました。 

(大阪なかのしまクラブ 江見 淑子) 

○美しい夕日を眺めてゆったり気分でセンテニアルの例会

に来れて幸せです。落ち着いて楽しみます。そして、学び

たいと思います。ありがとうございます。 

(大阪なかのしまクラブ 大岸 弘子) 

○一年一回のチャンス！！第3水曜です。ようやく伺うこ

とができました。とても嬉しいです。 

(大阪なかのしまクラブ 国友 朝子) 

○年に1回出席出来る4月例会に参加させていただきました。

と言っても前に参加したのはいつだったか……。 

(大阪なかのしまクラブ 桑原 頼子) 

○久しぶりにワイズソングを歌い楽しい例会に参加させて

いただきうれしいでした。豊かなひととき、ありがとうご

ざいました。                              (西村 博子) 

   会 員 か ら の メ ッ セ ー ジ             

○なかのしまクラブから沢山のゲストを迎えて共に楽しい

話を聞くことが出来た例会でした。     (石津 雅人) 

○久しぶりにたくさんのゲストを迎え｢桂吉弥のよもやま

話｣楽しく例会を持てました。                 (大村 肇) 

○今日のお話で吉弥さんの｢おやじのせなか｣に新保さんの

人となりを感じました。｢趣味が家族｣胸が痛いです。 

     (鍛治田 千文) 

○息子から私は良い｢おやじ｣と呼んでもらえるだろうか？

新保さんの一面を知りました。              (坂本 哲朗) 

○なかのしまクラブからたくさんのゲストがみえて賑やか

な例会でした。                  (坂本 千春) 

○今日は吉弥の話をさせていただきましたが、どうでした

か？つたない話で失礼しました。            (新保 正秋) 

○新保さんのご家族のお話で益々吉弥さんの落語を聞くの

が楽しみになりました。5月1日の独演会のチケット、ゲッ

ト出来ました。感謝です。                  (隅田 恵子) 

○今夕はお父上から桂吉弥さんのお話を興味深く聞きまし

た。                                      (田中 穣二) 

○新保さん大変よく準備して下さり、おかげで桂吉弥さん

のすべてが分かりみなさんがファンになったことでしょう。 

 (谷川 寛) 

○のびのび育ち大輪の花になりましたね。吉弥さん、ずっ

と応援しています。                        (中村 幸枝) 

○吉弥君の話を聞きながら、アサヒキャンプ時代のひょう

きんな彼の姿を思い出していました。これからの活躍も祈

っています。                          (中村 茂高) 

○我がクラブも新保さんのお陰で何か芸術的になってきた

ようで頼もしい限りです。吉弥さんの一層の御成功をお祈

りします。                                (福永 嘉彦) 

 

 

○今日は吉弥さんのお話を楽しく聞かせて頂きました。

近は例会を休むことが多くなりましたがいろいろなお話が

聞ける事は嬉しいので頑張りたいと思います。(福永 滋子) 

○なかのしまクラブの大勢の皆様がご出席頂き賑やかで楽

しい例会となりました。新保さん、山中メネットのお話も

興味深くセンテニアルの新しい魅力が増した感じです。 

(藤原 正己) 

○新保さんの父親としての愛情が言外にしみじみでていま

したね。なかのしまクラブのうるわしき精鋭5人ようこそ、

お越し下さって嬉しいことでした。          (松浦 孝次) 

○桂吉弥さんの今後の活躍を大いに期待しています。 

                  (三浦 直之) 

○センテニアル例会の日は｢なかのしま｣は第2例会という

スケジュールでこれまであまり例会ゲスト訪問のなかった

｢我が子クラブ｣の面々が今夜は5名も訪問してくれました。

親クラブとしては嬉しい気分ですネ。…歓迎なかのしま… 

(山田 孝彦) 

○なかのしまのお仲間と御一緒に吉弥さんのお話を伺いあ

りがとうございました。                 (山中 ちあき) 

○吉弥の生い立ち、親の愛情一杯、良い話でした。感謝。 

(山中 秀男) 

○吉弥さんのお話ありがとうございました。なかのしまク

ラブのみなさんたくさんこられて嬉しかったです。 

(山村 利子) 

 

 ニコニコ・メッセージ 

【Messages from the Club Members 】 
 ニコニコ・メッセージ 

【Messages from the Club Members 】 
 ニコニコ・メッセージ 

【Messages from the Club Members 】 

◆ ◆ ◆ 後 記 ◆ ◆ ◆ 

 

新型インフルエンザが流行する前の 4 月末、メイ

さんにコンタクトを取り夫婦でハワイへ行ってきまし

た。私たちもヌアヌクラブの大変な心温まる歓迎を受

けました。期間中、坂本夫妻が１月行った「ヒッカ

ム・エアフォース・ベース」にも、ハロルド桑原夫妻

の案内で訪ねることができました。英語がままならぬ

私たちのために、MIYOKO 夫人がずっとそばについ

てくれました。その彼女にハワイの人たちが元気な理

由を尋ねたら、次のような三つのことを話してくれま

した。 

一つめは、今の自分よりも１０歳以上若いようにふ

るまっている。二つめは、必ず夢がかなうと信じてい

る。三つめは、すべての人の幸せを願って祈ってい

る。 

ハロルドさんの父に請われ、単身ハワイに嫁入りに

来た当時は戦後間もなく、日本人に対する偏見やいじ

めがあり大変な苦労があったとうかがいました。それ

は幾多の苦労を乗り越え、今ある幸せな日々を裏づけ

るとても意味深い言葉でした。 

彼女はまた特別な能力を持っていて、以前、戸口に

立つ女神ペレに出会ったことがあるという話もしてく

れました。ペレは今でもハワイの人たちにとって信仰

の的です。髪を足元まで長く垂らした、とても美しい

顔をしていたそうですが、女神ペレがずっと自分を守

ってくれていると語る MIYOKO さんに出会えたこと

も、私たちにとって大きな収穫でした。 
              （中村 茂高）


